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報 告
ゼミナールにおけるWebリンク活用
は じ め に
従来, Webを利用した協同作業による学習の効果的手法について実践してきた｡ 近年ブログに
続き, ソーシャル・ネットワーク・サービス (Social Networking Service) など, 多様な公開サ
イトが増加している｡ そこでこれらのサービスを利用しWeb技術基本操作の理解や, 資料収集に
活用し演習授業を支援する手法を検討し, 実践を試みた｡
本年度は, 前年のトラックバックの活用実践を基礎に, ブックマークレット技術を活用した｡ ゼ





利用システムは城西大学のコンピュータ教室 (WindowsXP) を利用した｡ Web接続可能な
LAN 小教室で 20 人程度のゼミナール 1 クラスを対象とした｡ ブックマークレット
(Bookmarklet) は, 公開されているサービスとし, 主として Googleおよび “はてな” の一般向
けサイトを利用した (図 1)｡ また教員用にWeb上にグループフォルダを作成し, 提出データ領域,
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Web 上で確認も行う｡ サイトのメンバー登録とともに, リンクとして RSS (RDF Site Sum-
mary) サイトを活用する｡ 進度は BBSおよび, グループホームによって作業進行を示す｡ 本年
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図 2 ブックマークレットの例 (Google検索
機能の一部)






ツール登録ではポップアップ諾否の操作が毎回必要となるため操作指導に加えた (図 4)｡ またこ
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グ管理ファイルの意義と, タグ検索・形成を実施した (図 5)｡
2.3 知 見
グループ作業の結果から, ブックマークレットによるリンク形成の様子 (図 1) および, リンク
のタグ管理化結果 (図 5：右) を示した｡
実践による知見・総評を次に示す｡
・例年と同様, WWW知識習得能力と操作技術のばらつきの調整への配慮が必要となった｡
下準備 (ページ更新や, 指示登録など) の手間は昨年と同様であったが, 特にサイトの不安定
さへの配慮が必要であった｡
・大学の標準環境での, ポップアップ諾否の操作が毎回必要となり冗長な作業となった｡
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